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論 文 の 内 容 の 要 旨

中国の農業生産は1950年代初頭から計画的統一生産･統一販売政策の下に中央政府に

よる集中的計画生産であった｡これは農業生産の集団化政策として現れたが､鶏卵生産

はそれに充分組み込まれず､農民の自給養鶏として停滞を余儀なくされていた｡

中国の改葬･開放政策は､1970年代末から導入され､生産は農業生産費仕制､販売は

白山iけ場へと変化し､都市部では商工業の成長と国民所得の上昇に仰い鶏卵需要の著し

い拡大をもたらした｡

本研究は大都市での拡大する鶏卵需要に対し､どのように鶏卵生産･流通が行われた

か､先進国型のインテグレーションがどのように改変されて生かされているのかを解Iリ】

し､祉会主義下でのインテグレーションの経営方式を｢社会主義市場インテグレーショ

ン｣と概念づけて､忙l来の｢祉会主義インテグレーション｣と区別した｡祉会主義市場

インテグレーショ ンは先進伺彗望インテグレーショ ン(市場の内部化に作う緊密なタイト

･インテグレーショ ン)と異なり､漸次的に白山市場化を介したゆるやかなルーズ･イ

ンテグレーションである｡具体的には地方政府がインテグレーターとなり､技術と資本

の積極的導入を行い､政府が直接､椰鶏改良､雛生産､配合飼料などの投入部門､生産

農家での生辟持什制､農家のための鶏病･抜彿及び鍾宵診断などの支援システムの梢築

を行い､流通段椚での国営市場への販売は規制するが自l力市場への販売はl三川tとしてい
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るく,そ甲ため､･臼t=市場販売へのインセンティナをもつゆるやかな統合(Iノ()OSe In-

1egration)といえよう｡

以上の祉会主義市場インテグレーションの実態とその発展性と限界性を検討するため

に､中国及び北京市畜牧局の統計資料､関連機関の実態調査を基に､実証的､計量的及

び理論的研究を行った｡

また､中国のインテグレーションと対比するため､日､中､輯のインテグレーション

及び兼鶏技術の比較検討を行った｡

北京市の鶏卵生産の発展過程を例にとると､旧来の外省布からの鶏卵移入の断絶と市

民需要の増大の小で､北京市畜牧局自体が鶏卵生産の積極的育成政策を行った｡これは

祉会主義の市場開放に対応して地方政府の自治体管理に基づく､技術及び経常システム

､すなわち､祉会主義市場インテグレーションの導人であった｡この祉全土義市場イン

テグレーションは次のような特徴と性格をもっている｡(1)これは出資者及び統合者が

地方政府であること､(-t-火政府から地方政府への自治体管理棟の移譲に基づく｡)

(2)したがって北京市政府は生産資材の生産部門(椀鶏､雛及び配合飼料の生産)から

養鶏場の経営､鶏卵､鶏肉の流通､販売までの各段階へ山賢している｡

(3)個人企業を育成し､白山市場を介入してのゆるやかな統合であるので､各段階､各

紙常での意志決定と生踵のインセンティプは大きい｡

(4)したがって､祉会主義市場経済化の進行過程(自山市場育成)で展開しているイン

テグレーショ ンである｡

(5)それはしかも1980咋代に生起した､斡同と同様の途上同型(後発型)インテグレー

ションに含まれ､日米などの1960咋代以腑の先発型統合とは区別される｡

(6)しかも都市需要に対応して技術導入を伴いながら､局地的市場圏で急速に展開して

いること｡

(7)したがって､その局地牲と併せ､常に地方的局地的過剰を生じやすいこと｡

(8)それを解決すべき加工機能､他地域への輸送機能は低い段階にある｡したがって､

テil膵軸使先現象を呈し､内陸鞘との烙差が増大した｡

そのため､沿岸部と内陸部､沿岸部での北部と両部での格差､｢東低西高｣と｢北低

所高｣の卵価捕造をもたらした｡これは技術､需要及び飼料基盤格差に基づくというこ

とができる｡

大都iけで成功した11二会主義市場インテグレーションを拡散させるために､中央政府は

連携型インテグレーショ ン一小国南牧総公司を設立したが､インフラの未整備､システ

ムの未完成､農村祁の需要の遅れにより､沿丹田i発展を加速させる条.1i刃!となっているの

が課題である｡

日､11】､斡の養鶏技術とインテグレーションを比較すると次の8点が指摘される｡

(t)日本での原椰鶏､印何での椰鶏輸入に対して､中間では自国育成であったが､1985

4lミ以来輸入開放となったこと｡

(2)統合における技術水準(養鶏場)規模はI]本での10万羽以上､韓国での1万羽以上
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に対して､I･t-1同では平均的にl.000羽以下の水準であること｡

(3)労働投入量の差異が大きいこと｡

(4)採卵養鶏生産所得の中での副産物収入の割合は､中国では15%を占め､韓国の12%､

日本での4%に対して大きいこと｡

(5)G･P処理率が日本でほぼ100%､韓国で5%であるのに対し､中国ではバラ玉販売､個

数販売であること｡

(6)中国では加工卵の比率が低い｡

(7)流通包装施設としてのG･Pセンターの設立に伴い､日本は生産立地の｢南北分化｣を

もたらしたが､中国では都市への近郊生産化していること｡

(8)中国も韓国も後発型インテグレーションであるが､韓国が国家支援型インテグレー

ションであるのと異なって､-･Il国は政府が直接にインテグレーターとなる祉会主義市場

イ ンテグレーショ ンである｡

以｣二の定性的クト析に加え､各項に亘って､詳細な定員的､計量的分析で轟づけている｡

審 査 結 果 の 要 旨

木耶究は､址金主我国･中国における功卵生轟のけ発的上昇(1988咋の小川万トンから19g

車隼のl.1日0万トン)かとのようなシステムの~Fで生起したのかを探るため､坊卵生産シス

テムの形成とその内部相通を明らかにし､さらにその効果を朴且的に分析したものである｡

それは先進国の技術導入と経常システムを導入し､中国的に相成した独自のシステムで

あり､ ●●址金主義姉場インチグレーシタンー と概念している｡

これは19了8咋の改革開放後､白山持場と生産講負別の導入により､地方自治体かインチ

グレーターとなり､姓廓･■流通･販売までを統合した生産システムであるか､部分的に自

I11iIf切を包含するために ●`Looseinlegr8tion"の性格をt)つ､初NJ的段階のインテグレー

ションである｡

この祉金主義市場インテグレーションは､かって社会主義国で生まれた"畜産コンプレックス●t

のような計画的集中生産方式と異なり､市場を内包するインテグレーションである｡

このインテグレーションは(1)地方自治休かインチグレークーとなり､投資者である｡(2)都市市

民への鶏卵需要に対応すべく組織された｡(3)その自治体か､鶏樺改良､配合飼料生産を行う他､生

産段階への鶏病診断､技術及び経営指導などの支援システムを作り､(4)郷班企業を育成した｡(5)

これはゆるやかな(l,0()Se)]ntegrationであるため､各経営にインセンティプを与えている｡(6)だか

このインテグレーションほ局地的市場麿で成立したもので､局地的過剰を生みやすい｡(7)また､そ

れを解決する意味での他地域への輸送機能､加工機能は弱い｡(8)これは､1980年代に発生した後発
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型インテグレーションともいえる｡

そのため､先進国型インテグレーションとしての日本と対比して､後発型としての帝国､及びこ

こで分析した小国とを比較分析している｡

それによると(l)日本での原種鶏輸入､韓国での種鶏輸入に対して､中国では1985咋以来､種鶏の

輸入を開始したこと､(2)採卵鶏の技術規模か､日本での10万羽､韓国の1万羽に対して小国はl,000

羽程度にすぎない0(3)労働投入量多く､飼料要求率もやや低い｡(4)剛産物収入割合か多く､卯肉

兼用養鶏である0(5)G･P･処理率も低く､バラ重版売､個数販売である｡(6)そのため流通施設として

のG･P･センターか未発達で､都市近郊集中型である｡(El木は遠隔化(Decentralization)して遠隔

化立地している｡)

以上のU枠中三国の分析から､(｣)先進国インテグレーションと-い国でのインテグレーションとを

区別し､(2)●`社会主義インテグレーションt'と概念した｡(3)その内容を明らかにした｡(4)し

かも､同じように1980年代に発生した韓国の国家支援型インテグレーションとの相異点を明らかにし

た｡

この研究は､中国での自由市場化と郷鋳企業の発生､飛用的鶏卵成長の原因を解-リIし､祉金主義市

場インテグレーションとして総括しており､今後他の社会主義国の市場経済イヒに伴う､技術導入､経

営システム化に対するあり方について有用な方向と指針を与えることであろう｡

以上の検討の結果､審査委貝会全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科学位

論文として適当であると判断した｡
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